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ＲＷＣ2019日本大会 機運醸成及び大会運営活動（実績）

2019年度

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

４月以降
・各種業務の計画、関係者協議、実施マニュアル策定

５月～
・仮設物等設置（仮設大型映像装置、仮設観客席等）
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６月～８月
・ボランティア研修 11月以降

・組織委員会への実績報告等

8/3  日本vトンガ(PNC)(花園ラグビー場)
・本番を想定したテストイベントとして、シャトルバス
の運行、警備、ボランティア運営を実施
・ラグビーアクティビティ―やラグビーボールオブジェ
フォトスポットの設置等により、花園開催に向けた
機運を醸成

6/15
・大会開催100日前キックオフイベント
＆優勝トロフィーツアー

10/20

パブリックビューイング(花園ラグビー場)

大阪・花園開催試合

9/22 イタリアｖナミビア

9/28 アルゼンチンｖトンガ

10/ 3 ジョージアｖフィジー

10/13 アメリカｖトンガ

ファンゾーン開催（9/20～10/13）
・花園中央公園野球場（うち3日間）
・てんしば（うち6日間）

・大阪・花園開催プロモーション
（従前からの装飾に加え、時機を得た装飾等を展開）

８/20(開幕1か月前)～
・より一層インパクトのある都
市装飾・広報の実施

9/20～11/2 
大会開催期間



Ⅰ 大会機運の醸成活動

（１）イベント事業

１．大会開催前プロモーション

【開催日】6月15日(土)
【場 所】大阪天王寺公園ｴﾝﾄﾗﾝｽｴﾘｱ「てんしば」

・ファンゾーン会場となる「てんしば」において、
大会優勝チームに渡されるトロフィー「ウェブ・エリス・カップ」を披露するとともに、
100日前セレモニーとして、倖田來未さんに制作いただいた花園応援ソング「Eh Yo（ｴｰﾖｰ）」
の初披露、ラグビー選手等によるトークセッションを実施

※併催予定の「ウェブ・エリス・カップ トロフィーツアー」は突然の雷雨により中止

〔出演者〕
吉村大阪府知事、野田東大阪市長、倖田來未さん、畠山健介選手、真壁伸弥選手、

木津武士選手、村上晃一氏（ラグビージャーナリスト）、大抜卓人氏（FM802DJ）

① RWC2019開幕100日前キックオフイベントの実施
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Ⅰ 大会機運の醸成活動

② 日本代表戦に合わせた機運醸成イベントの実施

【開催日時】8月3日(土) 16：00～20：00
【場 所】東大阪市花園ラグビー場前
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日本代表戦(対トンガ(PNC))開催の機会を捉え、RWC2019大阪・花園開催に向けた機運醸成イベントを実施
・ラグビーボールバルーンオブジェ(幅約５m)を配置し、SNSでの拡散を狙ったフォトスポットを展開
・子ども達を中心に、幅広い世代に楽しんでもらえるラグビーアクティビティを実施
・PRブースにおいて、RWC2019大阪・花園開催のPRチラシ・グッズ等を配布するとともに、ハイネケン

(ワールドワイドパートナー)と連携した「バックステージスタジアムツアー」参加者を募る抽選会を実施

（フォトスポット） （ラグビーアクティビティ） （PRブース）



Ⅰ 大会機運の醸成活動

③ 各種イベントにおける連携プロモーションの実施

関空旅博
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【主な活動状況】 [  ]：連携先

・ジャパンラグビートップリーグカップ2019 [ORFU] (7/5・7/19(万博記念競技場)、 8/4(ﾔﾝﾏｰﾌｨｰﾙﾄﾞ長居)、

8/10(花園ラグビー場))

・大阪府ラグビーカーニバル [ORFU] (4/21(花園ラグビー場))

・関空旅博2019 [関西エアポート㈱] (5/19(関西国際空港)

・ワールドマスターズゲームズ2021関西開催2年前記念ｲﾍﾞﾝﾄ [関西経済連合会] (5/26(うめきた広場))

・RWC2019開幕1ケ月前 近鉄ライナーズ選手トークショー [近鉄百貨店](8/17(近鉄百貨店あべのハルカス

近鉄本店))

・RWC2019開幕1か月前PR [JR西日本] (8/20(JR大阪駅 アトリウム広場))

・おおさか東線利用促進イベント[JR西日本] (9/14(JR新大阪駅 千成びょうたん前広場))

大阪府ラグビーカーニバル

各種イベントにおいて、PRブースを設置するなどし、PRチラシ・グッズの配布、ポスターの
掲出等、より積極的な連携プロモーションを実施

おおさか東線利用促進イベント



（２）広報事業

Ⅰ 大会機運の醸成活動

●全開催都市共通デザインによる装飾展開（期間：８月20日～11月上旬まで）
・御堂筋（梅田から難波まで約４km）や東大阪市文化創造館前での街灯バナーの掲出
・大阪府庁舎、東大阪市庁舎、東大阪市花園中央公園、大阪国際会議場等でのバナー(横断幕)や

のぼりの掲出 など

①都市装飾の実施

御堂筋（街灯バナー） 花園中央公園（バナー） 東大阪市役所庁舎

東大阪市文化創造館前（街灯バナー） 大阪府庁舎（大阪府公館）大阪国際会議場（のぼり） 6

さらなる機運醸成を図るため、開幕1か月前（8月20日）から順次、より一層インパクトのある
都市装飾を展開



Ⅰ 大会機運の醸成活動

●開催都市（大阪・花園）における独自装飾（期間：９月１日～11月上旬まで）

・JR西日本（大阪環状線、おおさか東線等）、近鉄（奈良、京都線、けいはんな線）での車両ラッピング
・JR大阪駅や近鉄東花園駅等の府内主要駅や空港等における装飾
・大川（「川の駅はちけんや」付近）への大型ラグビーボールバルーン（全長10ｍ）の設置 など

大川「大型ラグビーボールバルーン」 近鉄東花園駅前ロータリー
「ラグビーボールバルーン等」

車両ラッピング（近鉄けいはんな線)

車両ラッピング（JR環状線)JR大阪駅「壁面装飾」 伊丹空港「吊り下げバナー」
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② 各種メディアを通じた大会PRの実施

Ⅰ 大会機運の醸成活動

・府内映画館８館での上映(シネアド) 期間：9月6日～9月26日（期間中総入場者数 約40万人）
・トリップアドバイザー(旅行口コミサイト)を通じた配信 配信地域：英国、オーストラリア、ニュージーランド、アイルランド
・JR西日本車内（ウェストビジョン）での放映 期間：9月9日～9月15日
・街頭ビジョン（梅田、難波など）での放映 期間：９月1日～9月21日

【撮影地】
（大阪府内）
大阪城、道頓堀、新世界、八軒家浜船着場、
万博記念公園、箕面大滝、下赤阪の棚田、
関西国際空港、富田林寺内町、
百舌鳥・古市古墳群(百舌鳥エリア)

（東大阪市内）
東大阪市花園ラグビー場、石切劔箭神社、和横丁
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●大阪府内の観光名所等で撮影した大会CM動画を作成し、大会ＰＲを通じて大阪の魅力を国内外に発信。

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWnr6axo3ZAhVFsJQKHbMNDcYQjRx6BAgAEAY&url=http://www.g-mark.org/award/describe/44374&psig=AOvVaw03vUmO4VegEGDO0jM2EK7R&ust=1517877955745349


Ⅰ 大会機運の醸成活動

花園開催試合大会関連情報のほか、ファンゾーン入場規制情報や災害時情報などのタイムリーな情報を
機動的に掲載。またサイト周知のため、ＰＲグッズにＱＲコードを掲載して配布。

【サイト名】ＲＷＣ2019大阪・花園開催ホームページ
（※本HPは令和元年12月31日をもって閉鎖し、アーカイブは府関連HPへ移設済）

【掲載内容】花園開催試合情報、ファンゾーン情報、CM・ポスター情報、大阪観光周遊情報、
チケット情報、イベント情報、都市装飾情報、動画紹介

【多言語対応】英語、フランス語、中国語、韓国語、スペイン語、イタリア語、ジョージア語

④推進委員会参画団体・企業等による広報協力

大会を広く周知するため、推進委員会参画団体・企業等において、各団体所管のホームページに
おけるリンクバナーの掲載や関係者へのPRポスター、チラシの配布などを実施

9

③ＲＷＣ2019大阪・花園開催ホームページの充実等



２．大会開催時プロモーション

（１）ファンゾーン設置・運営

Ⅰ 大会機運の醸成活動

ラグビーファンのみならず、子どもたちや、これまでラグビーに馴染みがない方にもラグビー
ワールドカップを楽しんでいただけるよう「ファンゾーン」を設置。
ファンゾーンでは、パブリックビューイングのほか、ラグビーアクティビティ、スポンサーや
飲食物等のブースを設け、期間中、３８，７０１人が来場（入場無料）

●花園中央公園野球場
9月20日(金)、21日(土)、22日(日)の計３日間の開催に９，８１８人が来場

●てんしば（天王寺公園ｴﾝﾄﾗﾝｽｴﾘｱ）
9月21日(土)、22日(日)、28日(土)、10月3日(木)、5日(土)、13日(日)の計６日間の開催に
２８，８８３人が来場

※入場者数の詳細については、「Ⅳ 大会の結果」に記載
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パブリックビューイング ラグビーアクティビティ 飲食ブース
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Ⅰ 大会機運の醸成活動

ラグビーワールドカップ大会史上初となる日本代表の決勝トーナメント進出を受け、
決勝トーナメント準々決勝「日本代表V南アフリカ代表戦（東京スタジアム）」の
パブリックビューイングを実施

【日本代表パブリックビューイング】

【日 時】2019年10月20日(日)19:15試合開始
【場 所】東大阪市花園ラグビー場（来場者 12,000人）
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（２）試合前エンターテインメントプログラムの実施

Ⅰ 大会機運の醸成活動

■開催日時：2019年9月22日（日）、28日（土）、10月3日（木）、13日（日）
各日、試合開始120分前より15分間

試合前の盛り上げを演出するため、国内外からの来場者に対し、関西フィルハーモニー管
弦楽団による音楽演奏や大阪の魅力発信動画の放映を実施
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大阪魅力発信動画の放映 (9/28.10/3.13)関西ﾌｨﾙﾊｰﾓﾆｰ管弦楽団の演奏(9/22)
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（３）メディア向けの都市情報提供プログラム（ファムトリップ）の実施

Ⅰ 大会機運の醸成活動

ラグビーワールドカップ2019日本大会大阪・花園開催を契機として、来阪する国内外のメディア関係者
に府内の魅力を知ってもらうため、府内の観光地及び食文化などに触れるファムトリップを実施

・大阪府内、東大阪市内を巡る８コースを用意。合計42名のメディア関係者が参加

13

■メディアファムトリップ案内パンフ

■ファムトリップ実施状況

モノづくり体験（ヘラ絞り） 参加メディア（9/27 アルゼンチンメディア10名）

ファムトリップ開催日
9月21日、27日、29日、
10月2日、14日
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（４）地域交流事業の実施

Ⅰ 大会機運の醸成活動

〇実施概要
2019年 9月22日（日） イタリア ①29名②22名③20名
2019年 9月28日（土） トンガ ①19名②18名③13名
2019年10月13日（日）アメリカ ①19名（台風19号の影響により②③は中止）

ラグビーワールドカップ2019日本大会を通して、府民に出場国への興味・理解を深めて
もらえるよう、試合当日に出場国出身者を講師に招いたワークショップを開催し、参加者
に出場国の歴史・文化等に触れる機会を提供。試合観戦等も実施することにより、一層
親しみを持っていただき、出場国への興味の持続を促す。

14ワークショップ パブリックビューイング観戦 アフターマッチファンクション

①ワークショップ（あべのハルカス 25階会議室）
東大阪市花園ラグビー場で試合を行う出場国（イタリア・トンガ・アメリカ）の歴史や
伝統、文化・慣習などを出場国出身の講師に紹介してもらい、試合出場国やその国の代表
チームに興味をもってもらうきっかけをつくる（機会の提供）。

②パブリックビューイング観戦（てんしばファンゾーン）
③アフターマッチファンクション（東大阪市布施駅前商店街内「クラフトビールtavern」）
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Ⅱ 大会運営活動

１．交通輸送実施業務
円滑な交通輸送を実施するために、事前に交通規制案内チラシを近隣に配布するとともに、交通総量抑制対策として、
マイカー利用を控え、公共交通機関を利用してもらえるよう、電車の中吊り広告や主要幹線道路に横断幕の設置を行った。
また、試合当日に観戦者が安全・確実かつ円滑に来場できるよう、主要乗換駅等で交通案内のチラシを配布するほか、
会場周辺での誘導サインの設置や、最寄駅(近鉄吉田駅)と会場間でシャトルバス運行を実施。

〇シャトルバス(近鉄吉田駅～花園ﾗｸﾞﾋﾞｰ場間)

往路：延べ154台 6,340人
復路：延べ140台 5,860人 計12,200人

〇駐輪場
(東大阪市民美術ｾﾝﾀｰ南側・花園図書館東側)

自転車 3,376台
自動二輪・原付 334台

〇臨時無料駐車場(吉原公園東側空地)
自動車 104台

■交通規制案内チラシ ■電車 中吊り広告

■主要幹線道路 横断幕

■誘導サイン
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表面

■交通案内チラシ

裏面■観客輸送などの実績



２．警備業務

試合開催日、会場周辺（最寄駅から入場ゲート）において、来場者や近隣住⺠の安全を確保するため、
関係機関とも連携を図りながら警備員を配置し、警備業務を実施。

Ⅱ 大会運営活動

警備員配置エリア及び配置ポスト数

東花園駅前交差点 スクラムロード

花園ラグビー場西側出入口 警備本部
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Ⅱ 大会運営活動

３．大会用仮設施設等設置に係る設計・施工の実施

ラグビーワールドカップ2019開催都市ガイドラインに基づいた会場仕様とするため、スタジアム及び会場周辺
に必要な仮設物等を設置し、大会を開催。

■ 主な施工内容
・仮設大型映像装置（630インチ）、仮設観客席設置(約3,100席）、仮設便所、駐車場舗装、
仮設記者席・コメンタリー席（約170席）、警備指揮所（プレハブ）、防犯カメラ 等

仮設記者・ｺﾒﾝﾀﾘｰ席、警備指揮所（西スタンド）

仮設観客席（南スタンド)

仮設便所、駐車場舗装（ﾗｸﾞﾋﾞｰ場北側)

仮設大型映像装置（南スタンド）
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警備指揮所

記者・コメンタリー席



４．大会ボランティアの運営

Ⅱ 大会運営活動

①ボランティア研修の実施

②大会時のボランティア運営の実施

会場最寄駅

ファンゾーン

シャトルバス発着場会場周辺

各主要駅 空港

ラグビーワールドカップ2019組織委員会と連携し、大会公式ボランティアに対し研修を実施

・大会時、東大阪市花園ラグビー場周辺やファンゾーン、各主要駅・空港において、ボランティアを
配置し、誘導案内を行うとともに大会情報や交通情報、観光情報を提供

・ロールトレーニング（座学研修）7/12～7/15、参加者約900人

・べニュートレーニング（実地研修）8/30・8/31・9/13、参加者約400人

・延べ1,502名のボランティアが参加。本推進委員会としても、来場者と一体感を作り出せるよう手旗や
メガホンなどのグッズを用意するなど、大会の盛り上げとともにボランティア自身も大会を楽しんで
もらえるよう工夫
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１．委員会の開催

＜第7回RWC2019大阪・花園開催推進委員会＞

開催日：2019年7月11日（木）

議 事：①規約の一部改正、②2018年度 事業報告（案）、

③2018年度 決算（案）、④機運醸成の活動状況について（報告）

Ⅲ RWC2019大阪・花園開催推進委員会運営

２．幹事会の開催

＜第６回幹事会＞

開催日：2020年２月28日（金）

議 事：①2019年度 事業報告（案）について、②2019年度 決算（案）について、

③「ラグビーワールドカップ2019大阪・花園開催推進委員会」の解散について、

④解散に伴う残余財産の取扱について

＜第８回RWC2019大阪・花園開催推進委員会＞

開催日 ：2020年3月（書面決議による）

議 事：①2019年度 事業報告（案）、②2019年度 決算（案）、

③ 「ラグビーワールドカップ2019大阪・花園開催推進委員会」の解散について、

④解散に伴う残余財産の取扱について

19



Ⅲ RWC2019大阪・花園開催推進委員会運営

（２）活動実績報告

３．部会の開催等

20

（１）部会の開催

・観光おもてなし検討部会

開催日：2019年7月17日（水）

議 事：①開催地情報の提供について、②おもてなしプログラムについて

・各部会（交通輸送部会、観光おもてなし検討部会、レガシー検討部会）での意見を

踏まえて実施した取り組みについて、部会ごとに実績を報告書としてとりまとめ、

各部会員に報告



Ⅳ 大会の結果

１．大会の結果（概要）

開 催 期 間

試 合 数

試 合 会 場

2019年9月20日～11月2日（44日間）

48試合（予選プール40試合・決勝トーナメント8試合）
うち予選プール3試合が台風の影響により中止）

40

＜決勝トーナメント試合結果＞

イ ン グ ラ ン ド

オ ー ス ト ラ リ ア

ニュージーランド

ア イ ル ラ ン ド

ウ ェ ー ル ズ

フ ラ ン ス

日 本

南 ア フ リ カ

16

19

46

14

7

20

19

3

26

南 ア フ リ カ

12 32

3位決定戦
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ40－17 ｳｪｰﾙｽﾞ

12会場（キャンプ地は全国55カ所）
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Ⅳ 大会の結果

２．観戦客数等

スタジアム
観戦客数

スタジアム
入場者率

チケット
販売率

１７０万人 97％ 99.3％

※チケット購入者の居住地情報に基づく海外購入率は約34％
※国内TV視聴者は、推計約9,000万人、平均視聴率41.6％(瞬間最高視聴率53.7%)。

またTVのほか、公式パブリックビューイングやWebサイト、SNSなどを通じて
多くの大会情報が発信された。

（1）スタジアム観戦客数・入場者数など

【大阪・花園開催試合】

対戦国 スタジアム観戦客数

9月22日（日） イタリア V ナミビア ２０，３５４人

9月28日（土） アルゼンチン V トンガ ２１，９１７人

10月3日（木） ジョージア V フィジー ２１，０６９人

10月13日（日） アメリカ V トンガ ２２，０１２人

合 計 ８５，３５２人
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【2019日本大会全体】



Ⅳ 大会の結果

合計入場者数 会場

2019日本大会 113万7千人 全国16カ所

（2）ファンゾーン入場者数

【花園中央公園野球場ファンゾーン】
9月20日（金）17~22時：2,586人
9月21日（土）13~22時：2,933人
9月22日（日）13~22時：4,299人（台風17号接近により21時半終了）

小 計：9,818人

【てんしばファンゾーン】
9月21日（土） 13~22時：6,088人
9月22日（日） 13~22時：6,236人
9月28日（土） 13~22時：6,841人 ※来場者多数につき入場規制実施。

10月３日（木） 13~22時：2,426人
10月５日（土） 13~22時：4,163人 ※来場者多数につき入場規制実施。

10月13日（日）11~22時：3,129人 ※台風19号の影響により15時半開場、その後、来場者多数につき

小 計 ：28,883人 入場規制実施。

ファンゾーン 合 計 ：38,701人

【東大阪市花園ラグビー場】
10月20日（日）15~22時：12,000人
※ 決勝トーナメント 日本代表Ｖ南アフリカ代表戦（東京ｽﾀｼﾞｱﾑ19:15試合開始）
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（3）パブリックビューイング入場者数


